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物流編
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自己紹介
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1975/4～1981/6 ヤマハ㈱入社 インドネシア工場立上支援分野配属

1981/6～1987/3 インドネシア工場生産課長 電子鍵盤楽器の組立生産

1987/3～1995/7 インドネシア工場長 電子楽器、ピアノ、ギターの輸出拠点化

1995/7～2005/3 帰国、インドネシアを普及品の生産拠点化するプロジェクト

2005/3～現在 ヤマハ退職、インドネシア進出サポートコンサルタントとして独立

  インドネシア語翻訳・通訳

静岡大学客員教授、専修大学客員講師

独立行政法人日本貿易振興機構(JETRO)専門家

独立行政法人 中小企業基盤整備機構アドバイザー

一般社団法人海外事業支援センター(OBAC)アドバイザー

一般財団法人海外産業人材育成協会（AOTS）講師

一般社団法人日本インドネシアビジネス協会(ABJI)理事

などを経歴し、これまでのインドネシア進出支援企業数は約100社
インドネシアと
の関わりも51年
になりました



セミナー要旨
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• 習慣、文化、宗教、法律、言語の異なるインドネシアにおいて、問題を
抱えて苦悩している日本人を時々見かけます。

• 本社に頼れないだけでなく、現地に於いても限られたリソースやネット
ワークで、孤軍奮闘している姿には心が痛みます。

• そこで、50年間のインドネシアでの仕事の経験を基に、労務・経理・税

務・総務・営業・製造・調達・貿易・物流・駐在の各分野での、お困りご
と相談と題するセミナーをシリーズで開催することにしました。

• このセミナーでは、物流分野で想定されるお困りごとをいくつか取り上
げて、それへの対応策を解説します。

• このセミナーが、孤軍奮闘されている駐在員にとって、少しでもお役に
立てることを願っております。



目次

4

1. トラック輸送

2. 鉄道輸送

3. 海上輸送

4. 航空輸送

5. 宅急便

6. 配達代行サービス

7. 冷蔵冷凍輸送

8. 車両運搬

9. 有害危険廃棄物運搬

10.損害保険



1. トラック輸送
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インドネシア国内市場の拡大を狙っているが、全土に配送網を構築するに当たり、インド
ネシアのトラック輸送の実態が分からなくて困っている。

 インドネシアのトラック物流会社の数は非常に多く、多様で、大規模な国営企業から中
小零細企業まで、全国に貨物トラック運行会社、貨物運送会社、宅配業者など数千の
企業が存在しますが、分散しているため正確な数字を得るのは困難です。

 しかし、インドネシア物流協会 (ALI) は 2014 年に物流会社の総数を約 2,000 社としてお
り、現在ではデジタル サービスや国営企業などの新しい企業が加わり、その数は増加
しています。

 種類別・規模別の例
• 大規模・総合物流会社：JNE、J&T、SiCepat、Pos Indonesia
• 貨物輸送業者：DHL、FedEx、Ceva Logistics、日本通運
• 専門貨物トラック運行会社：PT Mex Internasional Cargo、PT Kaltim Jaya Makmur
• デジタル・最新サービス：Forwarder.ai、Deliveree
• 国有企業および国有企業の子会社：BGR Logistik Indonesia



2. 鉄道輸送
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インドネシア国内市場の拡大を狙っているが、全土に配送網を構築するに当たり、インド
ネシアの鉄道輸送の実態が分からなくて困っている。

 PT Kereta Api Logistik（KAI Logistik）は、PT Kereta Api Indonesia（Persero）の子会社であ
り、全国規模の鉄道物流サービスの提供に注力しています。

 2009年の設立以来、成長を続け、2025年5月時点で貨物量は9%増加し、24,356トンに
達しています。

 KAI Logisticsの三つの主なサービス
1. KALOG Express：ジャワ島、バリ島、スマトラ島をカバーする、個人および中小企業

向けの小売商品および書類配送サービスで、2025年7月時点で、このサービスは
約89,000匹のペットを輸送しました。

2. KALOG Plus：最適なサポートサービスを備えた大量貨物輸送のための物流ソ
リューションです。

3. KALOG Pro：石炭、コンテナ、有害廃棄物などの産業資材の輸送をワンストップで
提供するソリューション、またはエンドツーエンドの物流サービスです。



3. 海上輸送
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インドネシア国内市場の拡大を狙っているが、全土に配送網を構築するに当たり、インド
ネシアの海上輸送の実態が分からなくて困っている。

 インドネシアの海上物流会社の数は非常に多く、増え続けています。

 近年の国内船舶の増加を受けて、大手企業や、旅客輸送から特定の貨物までさまざま
な市場ニーズに対応する国営および民間の小規模企業が存在するため、正確な数を
特定するのは困難です。

 主な国内海運業者
• PT Pelayaran Nasional Indonesia (Pelni)、公共事業体
• PT ASDP Indonesia Ferry
• PT Pertamina International Shipping (PIS)
• Jasa Armada Indonesia (IPCM)
• PT Meratus Line、国内コンテナー船舶
• PT Samudera Indonesia (SMDR)
• PT Salam Pacific Indonesia Lines (SPIL)
• PT Pelayaran Tempuran Emas (Temas) Tbk (TMAS)
• PT Wintermar Offshore Marine Tbk (WINS)



4. 航空輸送
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インドネシア国内市場の拡大を狙っているが、全土に配送網を構築するに当たり、インド
ネシアの航空輸送の実態が分からなくて困っている。

 インドネシアで営業している国内航空物流会社の正確な数を確実に特定することは困
難です。

 これは、データには貨物サービスを提供する旅客航空会社と航空貨物サービスを利用
する貨物運送業者が混在していることが多いためです。

 航空会社：インドネシア航空協会（INACA）の2019年のデータによると、定期便を運航す
る航空会社は16社、不定期便を運航する航空会社は37社あり、その中には旅客便に
加えて貨物便も運航している航空会社もあります。

 Garuda Indonesia, Citilink, Lion Air, Batik Air, Super Air Jet, Wings Air, Pelita Airといった
主要航空会社は、いずれも国内線を運航し、貨物便も運航しています。

 専門貨物会社: Asia Cargo Airlines, Airnesia Royal Cargo, Auvia Airなど、貨物航空会社と
して専門に運航している会社もあります。



5. 宅急便
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インドネシア国内市場の拡大を狙っているが、全土に配送網を構築するに当たり、インド
ネシアの宅急便の実態が分からなくて困っている。

 インドネシアの宅配業者の数は数千社に上ると非常に多いですが、市場で最もよく知ら
れ、優位に立っているのは、JNE、J&T Express、SiCepat Ekspres、AnterAja、POS 
Indonesia、Lion Parcel、Ninja Xpress などの大手企業で、インドネシア物流協会 
(ASPERINDO) には 150 社を超える会員企業が所属しています。

 主な宅急便業者
• JNE:最大級で最も認知度の高い施設の一つ。
• J&T Express:特にeコマースで非常に人気が高い。
• SiCepat Ekspres:幅広いネットワークを持ちマーケットプレイスで人気が高い。
• AnterAja:デジタルサービスで知られている。
• POS Indonesia:国営企業で全国的なネットワークを持つ企業。
• Lion Parcel:自社航空会社を持ち、広範囲に到達している。
• Ninja Xpress:東南アジアで強い。
• SAP Express: CODサービスで知られています。
• TIKI (Titipan Kilat):古い会社で今も存在している。



6. 配達代行サービス
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食事、スナック、事務用などを調達するのに、スタッフが社用車を使って外出するので、子
効率が悪くて困っている。

 市内での“お使い”であれば、スマホのアプリで、バイクを利用した買い物代行サービス
を利用すると便利です。

 一つのアプリで、呼び出し、品物代金支払い、代行料金支払いが済まされ、現金を使う
ことが無いため安心です。

 インドネシアの主要都市のほとんどで利用可能です。

 主なサービス業者
• Gojek インドネシアで開発されたビジネス
• Grab シンガポールで開発されたビジネス
• Uber アメリカで開発されたサービス

https://www.gojek.com/en-id
https://www.grab.com/global/ja/food/
https://www.ubereats.com/jp/near-me/indonesian?srsltid=AfmBOoojMoQCxb8k4DEgjuSH8Oo-4Q2Zia70T663Z4L98WwX8lOZolve


7. 冷蔵冷凍輸送
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インドネシア国内の生鮮食品を加工して販売するビジネスを検討しているが、冷蔵冷凍輸
送の実態が分からなくて困っている。

 インドネシアにおける冷蔵冷凍貨物輸送サービスは、コールドチェーン物流会社によっ
て運営されています。

 2025年までに、これらのサービスには冷蔵トラックのレンタルと温度管理された倉庫の
運営が含まれる予定です。

 主要な総合コールドチェーン物流会社
• MGM Bosco Logistics：GPSシステムを備えた940台以上の冷蔵トラックと、最大

14,500パレットを収容できる保管施設を保有しています。
• Kiat Ananda Group：輸送から複雑なオペレーションまで、包括的なサプライチェー

ンソリューションを提供する市場リーダーです。
• Enseval Putera Megatrading Tbk：温度管理が必要な医薬品および消費財の物流

に特化しています。
• PT GAC Samudera Cold Chain：国際基準に準拠した配送・保管サービスを提供して

います。



8. 車両運搬
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新車ならびに中古車の搬送、あるいは自動車修理の際の運搬を依頼出来る業者が分ら
なくて困っている。

 2025 年時点で牽引、車両運搬、自走など、さまざまな配送方法による車両物流に主力
を置き、自動車、バイク、重機の配送を行う大手車両輸送会社は以下の通りです。

• Cargonesia Express：島間車両輸送において、単体牽引サービスまたは大量輸送
の自動車運搬サービスを提供しています。

• MHD Express：インドネシア全土における車両および重機輸送の経験豊富な輸送
管理サービス会社（JPT）です。

• KirimMobil.co.id：セルフドライブ（プロのドライバーによる運転）と島間輸送サービ
スを通じて、経済的な輸送オプションを提供しています。

• Saga Logistics：主要都市への海上貨物（RORO）および陸上貨物（車両牽引）輸送を
競争力のある料金で提供しています。

• Indah Logistics：Indah Cargoサービスで知られる同社は、遠隔地へのオートバイお
よび自動車の配送を幅広く提供しています。

• ASSA（Adi Sarana Armada）：自社のエコシステムを通じて、統合型車両輸送ソ
リューションを提供しています。

• CKB Logistics：産業用車両や重機などの大型貨物の取り扱いを専門としています。
• SERA（Serasi Autoraya）：Astra Internationalの子会社で、TRACなどの事業部門を通

じて全国規模の輸送・物流サービスを運営しています。



9. 有害危険廃棄物運搬
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インドネシアで3Bと言われる有害危険物を廃棄するのに、運搬業者をどのようにして探せ
ばよいのか分らなくて困っている。

 インドネシアでは、危険物および有毒物質（B3）の輸送は厳しく規制されており、環境林
業省（KLHK）および運輸省（Kemenhub）から正式な許可を得た企業によって行われなけ
ればなりません。

 この分野で事業を展開している企業の例としては、次のようなものがあります。
• PT Arah Environmental Indonesia (ARAH): 有害廃棄物および有毒廃棄物の輸送、収集、

処理の認可を取得しています。

• PT Jasa Medivest: 医療関連有害廃棄物および有毒廃棄物の管理と輸送に重点を置いて

います。

• PT Rafika Trans Indonesia: 多様な車両を保有し、環境林業省 (KLHK) および運輸省の許可

をすべて取得し、産業関連有害廃棄物および有毒廃棄物の輸送サービスを提供しています。

• PT Universal Eco: KLHK基準を満たすGPS追跡システムとK3機器を備え、安全で責任ある有

害廃棄物および有毒廃棄物輸送ソリューションを提供しています。

• PT Kenali Indah Sejahtera: 環境林業省 (KLHK) および運輸省の許可を取得し、全国規模で

有害廃棄物および有毒廃棄物の輸送と収集を行っています。

• PT Alekto Green IndonesiaとPT Multi Hanna Transportindoも同様のサービスを提供
しています。



10.損害保険
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インドネシア国内に商品を配送する際に損害保険を掛けたいが、その実態が良く分から
なくて困っている。

 貨物輸送保険（または海上貨物保険）は、海上、陸上、または航空輸送中の貨物の紛
失または損傷のリスクに対する保険です。

 火災、衝突、盗難、または自然災害による損失から貨物の所有者を保護し、保険対象
貨物の価値に応じた補償を提供します。

 保険の種類は、全リスク（All Risk/ICC A）から限定リスク（ICC B/C）まで調整可能で、貨
物の所有者自身または船舶サービスを通じて加入できます。

 保険料は通常、貨物価値の0.2%～0.35%程度です。

 主要な総合物流保険会社
• JNE：サービスを通じて発送される商品に保険を提供します。料金は商品価格の一定割合に

基づきます。

• J&T Express：一定の限度額で、発送された荷物の保護を提供します。



最新のインドネシア情報はこちらから
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インドネシア進出サポート公式サイト
https://www.hmkt.jp/
インドネシア進出準備から撤退までの要点を簡潔にまとめたサイトです。
毎月1日発行のメルマガのバックナンバーも掲載しています。
（Googleトップランキング）

インドネシア最新情報ブログ
https://per-inc.com/blog/
あらゆる分野での情報を毎日、どんなメディアよりも早く紹介しています。

インドネシア進出サポートウエブセミナー
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
公式サイトに掲載されたセミナースライドサンプルの中から、ダウンロード件数の多い
もの順に音声解説付きのスライドをアップロードしています。
インドネシア週刊ニュースダイジェストも毎週月曜日に発信しています。

愛する二つの祖国である、日本とインドネシアの発展のため、
全てのコンテンツは無料で公開されています

https://www.hmkt.jp/
https://www.hmkt.jp/
https://per-inc.com/blog/
https://per-inc.com/blog/
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
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ご清聴ありがとうございました
ここからは質疑応答です
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